
高校英語 文法ユニット1 文型と語順｜表現ワーク（基礎）

文型で話す・書く（基礎） 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

この紙のゴール: 自分の呼び名と、自分の気持ちを動かすものを、型に載せて伝えられる

モデル モデル（先輩の書いた例。声に出して1回読もう）

My friends call me Ken-chan.

友だちはぼくをケンちゃんと呼ぶ。

This song always makes me happy.

この歌はいつもぼくを幸せにしてくれる。

型で書く 型で書く——＿＿だけ自分のことばに 思考・判断・表現

ことば例（(1): Ken-chan / Tacchan / my last name　(2): this song / rainy days / my dog ＋ happy / sleepy / nervous　(3): tired /

hungry / fine）。気づき: (1)と(2)は同じ型です——「私＝ケンちゃん」「私＝幸せ」と読めるところが共通。(3)だけはうしろが1つで、「私＝つ

かれている」の形になります。

(1) My friends call me ______.　自分の呼ばれ方

(2) ______ makes me ______.　気持ちを動かすもの

(3) I look ______ after a long practice.　練習のあとの自分

ペアで話す ペアで話す——あだ名クイズ
出題の型: People call this ＿＿. のヒントを1文ずつ、3文まで。当てる人は It makes people ＿＿. か Do they call it ＿＿? の形で答える。

ヒントは全部英語で——言えないものは日本語で言ってから、いっしょに英語をさがすこと。

(1) People call this the king of fruits. It makes some people close their eyes.

出題する人——ヒントを1文ずつ

(2) Do they call it durian? / It makes people happy, right?

当てる人——call か make の型で答える

あいづち・返しの型: That's right! Try again. One more hint, please. I have no idea.

英語教材ラボ 高校版　https://eigo-kyozai-lab.com 学校・授業での利用は自由です（再配布・販売はご遠慮ください）



高校英語 文法ユニット1 文型と語順｜表現ワーク（基礎）

文型で話す・書く（基礎）｜自分の番 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

書く 3文つなげて「わたしと、わたしのまわり」 思考・判断・表現

上の「型で書く」の3文を、順番にそのまま書きうつしてつなげる——それだけで短い文章になる。最後に、ペアの相手につい

て聞いたことを1文で: His / Her friends call him / her ______.

評価 先生はここを見ます（加点式）

型のとおりに3文書けている（うしろの並びが型と合っている） ＋5点

＿＿に自分のことばが入っている ＋3点

ペアの相手の紹介が1文ある ＋2点

※減点式にしない——書いた量と伝わった中身を評価します。細かい誤りは返却後の書き直しで扱います。

振り返り ペアで読み合って、相手の文でいちばん良かった1文をメモ
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